
１. 基本方針の位置づけ
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２. 新スタジアム整備の概要

４. 対策の基本的考え方

３. エリア価値向上に向けたアクアマリンパーク周辺の課題

アクアマリンパーク周辺では、利便性確保を前提として、駐車場不足が予想される特異日について、P＆Rや
公共交通機関の活用等の代替交通手段を導入することで、渋滞を抑制しながらの円滑なアクセスをめざします。
また、日常の利便性確保のため、スタジアム整備に伴い減少する台数相当の駐車場整備を行います。

（１）交通混雑対策

▼新スタジアムのイメージ図（いわきSC作成）

JリーグいわきFCの新スタジアム整備候補地として小名浜港が選定されたことを契機に、小名浜港周辺エリアの
賑わい創出、交流人口拡大、エリア価値の向上が期待されています。
その効果を市内全域に波及させるため、当該エリアにおける防災や交通対策といった課題や市として担うべき
役割等を整理し、課題解決に向けた方向性を整理するため、エリア価値の向上に向けた可能性調査を実施し
ました。
検討にあたり、学識経験者や関係団体等で構成する「小名浜港周辺エリアにおける防災・交通対策協議会」
において協議・調整を行い、官民が連携して取組むべき施策を整理し、基本方針として取りまとめたものです。

現行のハワイアンズスタジアムは、Ｊ３基準となっ
ていますが、Ｊリーグの「例外規定」を適用してＪ
２リーグに参戦しています。Ｊリーグが定める基準
を満たすべく、座席数は８千人～１万人規模とし
て、新スタジアムの計画をいわきSCが中心となって
進めています。

課題分類

工業港・漁業港としての性格も
有しており、これらの機能と、強
化をめざす賑わい機能（集客）
が共存するための工夫が必要

共通

休日の日中に施設利用者が集
中するため、試合開催日を中心
とした広域からの集客に対する
円滑な交通処理が必要
多様な属性の方々がアクアマリン
パーク周辺にアクセス・回遊でき
るよう、自家用車以外の複数の
交通手段の確保が必要

交通対策

津波避難ビルに指定されている
イオンモールいわき小名浜とも連
携しながらエリアとしての安全性
確保が必要
（スタジアム候補地付近では最
大5m程度の津波浸水が想
定）

津波避難
対策

アクアマリンパーク周辺では、アクアマリンふくしまをはじめ、いわき・ら・ら・ミュウやイオンモールいわき小名浜といっ
た集客施設を有し、陸・海の拠点としての性格を有しています。
各施設の利用者数は近年増加傾向を示しているものの、いまだ震災の影響が無視できない状況にあり、新
スタジアムなどの新たな起爆剤と連携しながら、これまで以上の集客力の強化が望まれます。ただし、アクアマリン
パークは交通混雑や津波リスクを抱えており、集客力の強化にあたって解決すべき課題を複数抱えています。

▼小名浜エリアの価値向上に向けた課題 ▼アクアマリンパーク周辺の状況

▼アクアマリンパーク周辺での交通対策の基本的な考え方

当該エリアは津波浸水想定区域に指定されており、近隣に避難施設が1箇所しかない状況を踏まえ、エリア
全体としての津波避難対策の考え方を整理しました。その上で、対策の方向性について検討しました。

（２）津波避難対策

課題の解決にあたっては、単純な交通対策・津波避難対策ではなく、それらの組み合わせや対策の副次的
な効果も想定しながら、各施設や取組の連携を前提としたエリア価値の向上をめざします。

▼小名浜エリアの津波ハザードマップ

出典：地理院地図をもとに加筆

出典：いわき市津波ハザードマップ

▼アクアマリンパーク周辺での津波避難の考え方



５. アクアマリンパーク周辺におけるエリア価値向上のコンセプト

６. コンセプト実現に向けた対策メニューの例（主に交通混雑・津波避難対策）

自動車による日常的なアクセ
ス利便性や、休日を中心とした
集客に伴う渋滞の抑制につい
ては、代替駐車場の整備に加
えて、右に示すような対応方針
のもと、ハード・ソフト両面から
検討を進めます。
また、小名浜エリアとしての産
業機能との共存にあたっては、
交通安全面にも十分に配慮し
た運用の検討を進めます。

（１）交通混雑対策

A.路線バス
• いわき駅をはじめ、市内各
駅から小名浜を結ぶ路線
バスを強化・活用します。

•具体的には、ナイター開催
日の帰宅時のダイヤ設定
など、増便・急行便・臨時
便の設定を検討します。

B.レンタサイクル/タクシー C.福島臨海鉄道 D.隔地駐車場（P&R）サッカーの試合開催日
を中心とした特異日を
中心に、公共交通など
を強化・活用することに
より、自動車に頼らなく
とも快適にアクセスでき
る環境整備を行います。

• その他の交通手段との
関係も含めて、エリアの
価値向上の観点から
導入可否も含めて検
討します（相乗りタク
シー等）。

•現在、貨物専用で運行されてい
る福島臨海鉄道を活用し、旅
客運行の可能性を検討します。

•旅客運行に向けては、様々な
投資が必要となり、市民や事業
者の理解や協力がなければ実
現が困難であり、関係機関との
協議を慎重に進めます。

• アクアマリンパーク周辺に整備する
代替駐車場で対応できない特異
日の駐車需要に対して隔地駐車
場を確保します。

• エリア全体の集客力強化（長時
間滞在）の観点から、ナイターは
徒歩圏、デーゲームはシャトルバス
を中心とした運用を検討します。

▼小名浜港周辺エリアにエリア価値向上のコンセプト（イメージ）

駐車場が分散しており
効率的に使われない

現状

将来

自動車アクセスが中心で日常的に混雑

施設間の回遊行動が不十分

特定の津波避難ビルへの避難の集中
集客に震災の影響が

未だに残る

駐車場の適正配置・運用
複数の津波避難場所新たな起爆剤となる

新スタジアム
エリア中心における
賑わい空間の再生

交通行動と一体的に
施設間の回遊を促進

エリアの価値を向上し、
震災前以上の賑わいに

アクアマリンパーク周辺の集客力の強化に伴い、新たな避難場所の確保
を検討します。 それらの施設を前提としながら、エリアとしての津波避難の
考え方も整理していきます。また、各施設からの避難誘導のあり方につい
ても、各施設管理者とも協議しながら調整するとともに、エリア全体の防
止力向上に向けて、コミュニティ・レジリエンスを強化を目指します。

（２）津波避難対策

アクアマリンパーク周
辺へのアクセスに際し
ては、約7割の方が自
動車による近隣駐車
場の活用を希望（ア
ンケート調査による）
しています。交通混雑
の緩和に向けて、多様
な交通手段によりアク
セスできる環境を整備
していきます。

▼アクセス手段の希望 ①自動車交通 ▼対応方針１・来退場ルートの誘導イメージ

②公共交通等による代替交通手段

アクアマリンパーク周辺におけるエリア価値向上のコンセプトは以下のように掲げます。アクアマリンパーク周辺の空間構成を見直すとともに様々なソフト施策も組み合わせて賑わいを創出していきます。

① アクアマリンパークの“面的な”価値向上
“海”や“港”の雰囲気を活かした「海が感じられるまち」を念頭に、エリアとし
ての相乗効果を生むような歩行者空間化と賑わい施設の一体的に配置
多様な交通手段に対応することで、子どもからお年寄りまでの幅広い世代
がストレスなく来訪・回遊できる仕組みの構築

② 歩行者と自動車利用の利便性及び快適性向上
アクアマリンふくしま、ら・ら・ミュウ、イオンモール、新スタジアム等を安心・安
全かつ快適に回遊できるような歩行者を中心とした動線を構築
アクアマリンパーク内の駐車場については、利便性等も踏まえた配置や誘
導方策を検討するとともに、通常・非常時の交通安全性や円滑性に配
慮して、歩車の動線を分離

③ 安心・安全な来訪を実現するエリアとしての安全性向上
代替駐車場は、最上階を避難・防災備蓄スペースとして兼用で整備する
とともに、オープンスペースとの連続性にも配慮し、賑わい創出にも寄与。
この新たな避難施設を確実に運用するとともに、エリア全体の防止力向
上に向けて、コミュニティ・レジリエンスを強化

新たな起爆剤を最大限に活用するための取組を展開し、震災前以上の賑わいに

周辺施設との相乗効果や、防災・交通・賑わい創出といったまちづくりと
の連携などの多角的な観点からの検討を踏まえ、公共機能の導入（【仮
称】地域交流センター）についてエリア内への配置を検討します。

（３）賑わい創出

小名浜港周辺エリアの価値向上に向けた可能性調査取りまとめ結果（基本的な方針）（２/3）



７. アクアマリンパーク周辺におけるインフラ整備と動線のイメージ

８. 今後のまちづくりの進め方

基本方針の検討にあたっては、「小名浜港周辺エリアにおける防災・交通対策協議会」において、
学識経験者や小名浜港周辺エリアで活動する事業者や団体と意見交換をしながら検討を進めまし
た。
今後の整備メニューの具体化に向けては、メニューそのものの合意形成に加えて、官民の役割分担
のもとに実現していく必要があります。今後は、当該エリアのエリア価値向上を目指し、「（仮称）小
名浜港周辺エリアにおける価値向上協議会」を親会として分科会を設定し、テーマを分けながら深
度化・実現に向けた協議・調整を行う予定です。

代替駐車場をはじめとするハード整備については、いわき市を中心に関係機関とも協議しながら着実に対応していきま
す。その施設の効果的に活用するためのソフト施策については官民で連携しながら深度化していきます。
その他、エリア価値向上に向けたプロモーション等は、スタジアム開業や施設整備を待たずに早期の取組みを目指します。

▼取組の展開イメージ（ロードマップ）

▼R8年度以降の組織体の運営

▼インフラ整備・動線のイメージAMパーク駐車場については、ＧＷや夏休みシーズン等の混雑期にはエリア全体が満
車になることが関係者へのヒアリングによって確認されました。新スタジアム候補地として検
討されているW2およびW3駐車場の868台分の駐車場が減少する見込みであり、これ
に対応する代替駐車場の確保を進めます。
今回は代替駐車場の選定にあたり、右図のような公共用地を対象として、「エリア価
値」、「交通への影響」、「防災」、「駐車場の規模」といった多角的な視点で整理したとこ
ろです。
今後は、この整理結果を基本として、民間所有地からも候補を抽出しながら比較検討
することで、エリア価値の向上や交通に与える影響、防災対策等を踏まえ、代替駐車場
の適地を整理していきます。
また、アクアマリンパークのエリア価値向上に向けて、円滑な自動車・歩行者動線（人
道橋）の確保はもちろん、歩行者動線を中心に賑わいを生む広場機能を配置するなど、
各施設の回遊性を高め長時間滞在を促すための空間構造についても、代替駐車場の
選定と一体的に検討していきます。

台数駐車場

452台E1

28台E2

55台E3

149台E4

57台E5

18台E6

419台E7

81台E8

1122台E9

184台E10

282台W1

107台W2

761台W3

3715台合計

▼現状の駐車場台数
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（１）取組の役割分担と時間軸（ロードマップ） （２）今後の深度化に向けて
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